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略　　歴

藤掛洋子（ふじかけ　ようこ）
最終学歴：お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士前期課程発達社会科学専攻修了

現　　在：東京家政学院大学非常勤講師・清泉女子大学非常勤講師・お茶の水女子大学大学院人

間文化研究科博士後期課程発達科学専攻在籍

経　　歴：松下電器産業株式会社営業部勤務後、国際協力事業団青年海外協力隊事業へ参加、パ

ラグアイ農牧省へ派遣される。帰国後、社団法人青年海外協力協会勤務を経て、国際

協力事業団短期技術協力専門家としてパラグアイ厚生省、チュニジア国家家族人口公

団、ペルー女性人間開発省へ派遣される。国連本部で開催された第45回「女性の地位

委員会（CSW）」（2001年３月）にNGO女性と健康ネットワークより参加。
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